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隊員の任免等の人事管理の一般的基準に関する訓令（昭和３７年防衛庁訓令第 66 

号）第２３条第６項の規定に基づき、航空自衛隊の予備自衛官手帳に関する達を次のよ

うに定める。 

昭和６１年１２月１９日 

 
航空幕僚長 空将 大村 平

航空自衛隊の予備自衛官手帳に関する達 

（趣旨） 

第１条 この達は、航空自衛隊の予備自衛官の身分を明らかにするための予備自衛官手

帳（以下「手帳」という。）の様式、発行及び取扱いに関して必要な事項を定める

ものとする。 

（定義） 

第２条 この達において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 担当方面隊司令官 予備自衛官の招集手続に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓

令第３３号）別表に定める区域を担当区域とする航空方面隊司令官をいう。 

(2) 地区予備自衛官担当部隊等 航空自衛隊の予備自衛官の任用、服務等に関する

達（昭和６１年航空自衛隊達第２４号）第２条第２号に規定する地区予備自衛

官担当部隊等をいう。 

(3) 防衛招集等 予備自衛官の招集手続に関する訓令第２条第１号に規定する防衛

招集等をいう。 

(4) 防衛招集等部隊等 予備自衛官の招集手続に関する訓令第２条第３号に規定す

る防衛招集等部隊等をいう。 

(5) 訓練招集部隊等 予備自衛官の招集手続に関する訓令第２条第４号に規定する

訓練招集部隊等をいう。 

(6) 担当地方協力本部長 予備自衛官の招集手続に関する訓令第２条第５号に規定

する担当地方協力本部長をいう。 

（発行、様式及び交付） 

第３条 航空幕僚長は、航空自衛隊の予備自衛官（以下「予備自衛官」という｡）が採

用されたときは、別紙様式第１による手帳を発行するものとする。 



２ 担当方面隊司令官は、准空尉以下の予備自衛官が採用されたときは別紙様式第２の

予備自衛官手帳発行申請書により航空幕僚長に手帳の発行を申請するものとする。 

３ 予備自衛官への手帳の交付は、担当方面隊司令官を経て、担当地方協力本部長を通

じて行うものとする。 

（記録） 

第４条 航空幕僚長は、別紙様式第３による予備自衛官手帳発行原簿を作成し、手帳の

発行等について必要な事項を記入し保管するものとする。 

２ 前項の規定によるほか、行政文書の分類、作成、保存、廃棄その他の行政文書の管

理に関する事項については、航空自衛隊文書管理規則（平成２０年航空自衛隊達第

１６号）の定めるところによる。 

（使用） 

第５条 予備自衛官は、交付された手帳を招集に応ずるとき又は予備自衛官として

身分を明らかにする必要があるときに携行するものとする。 

２  予備自衛官は、手帳を他人に貸与し、若しくは譲渡し、又は改ざんしてはなら

ない。 

（再発行） 

第６条 航空幕僚長は、次の各号に掲げる事項のいずれかに該当したときは、予備

自衛官からの申請に基づき手帳の再発行を行う。 

(1) 亡失し、又は使用に耐えられない程度に損傷したとき。 

(2) 容ぼうが、張り付けられた写真と著しく相違したとき。 

(3) 手帳の記載欄に余白がなくなった後、更に記載事項が生じたとき。 

（亡失した場合の処置） 

第７条 予備自衛官は、手帳を亡失したときは、速やかに別紙様式第４の予備自衛官手

帳亡失報告書を担当地方協力本部長を経て担当方面隊司令官に提出しなければなら

ない。 

２ 担当方面隊司令官は、亡失事実を確認の上、航空幕僚長に進達するものとする。 

（再発行の手続） 

第８条 予備自衛官は、手帳の再発行を要するときは、別紙様式第５による予備自衛官

手帳再発行申請書に手帳を添えて担当地方協力本部長及び担当方面隊司令官を経て、

航空幕僚長に申請しなければならない。ただし、亡失の場合は、予備自衛官手帳亡

失報告書の提出をもって、再発行の申請を行ったものとみなす。 

（記載事項の変更） 

第９条 予備自衛官は、手帳の記載事項に変更を生じたときは、訓練招集部隊等の長又

は担当地方協力本部長に申し出るものとする。 

２ 訓練招集部隊等の長は、予備自衛官から記載事項の変更の申し出を受けたときは、

航空自衛隊の予備自衛官の人事記録に関する達（昭和６１年航空自衛隊達第 



２６号）第３条第２項第３号に規定する予備自衛官勤務記録表抄本に基づき、変更

事項の訂正を行うものとする。 

（防衛招集等及び訓練招集時の処置） 

第１０条 防衛招集等部隊等の長は、予備自衛官が防衛招集等に応じて出頭し、航空自

衛官となったときは、手帳に必要な事項を記入し、防衛招集等が解除されるまでの

間、保管するものとする。 

２ 訓練招集部隊等の長は、予備自衛官が訓練招集に応じて出頭したときは、手帳に必

要な事項を記入するものとする。 

（返納） 

第１１条 予備自衛官は、離職したとき、又は亡失した手帳が発見されたときは、速や

かに手帳（亡失した手帳が発見されたときは、従前の手帳）を担当地方協力本部長

及び担当方面隊司令官を経て、航空幕僚長に返納しなければならない。 

２ 担当方面隊司令官は、前項の規定により手帳の返納を受けたときは、航空幕僚長に

送付するものとする。 

（破棄） 

第１２条 航空幕僚長は、第６条及び前条の規定により手帳の返納を受けたときは、

予備自衛官手帳発行原簿に必要な事項を記入し、当該手帳を破棄するものとする。 

（無効の公告） 

第１３条 航空幕僚長は、亡失した予備自衛官手帳の無効について公告するものと

する。 

附 則 

この達は、昭和６１年１２月１９日から施行する。 

附 則（平成元年２月２８日航空自衛隊達第４号抄） 

この達は、平成元年２月２８日から施行する。 

附 則（平成元年３月１０日航空自衛隊達第１４号） 

この達は、平成元年３月１６日から施行する。 

附 則（平成１４年３月２７日航空自衛隊達第６号） 

この達は、平成１４年３月２７日から施行する。 

附 則（平成１８年７月２６日航空自衛隊達第３５号） 

１ この達は、平成１８年７月３１日から施行する。 

２  この達施行の際、現に作成されている従前の規定による様式の用紙は、残存部

数に限り所要の修正の上使用することができる。 

附 則（平成１９年１月５日航空自衛隊達第１号抄） 

１ この達は、平成１９年１月９日から施行する。 

２ この達施行の際現に交付し、又は保管されている改正前の航空自衛隊の予備自衛官

手帳に関する達に定める様式による予備自衛官手帳は、この達第３５条の規定によ

る改正後の航空自衛隊の予備自衛官手帳に関する達に定める様式による予



備自衛官手帳とみなす。 

附 則（平成２０年１２月１日航空自衛隊達第３６号） 

この達は、平成２０年１２月１日から施行し、同年４月３０日から適用する。

附 則（平成２９年６月２３日航空自衛隊達第２７号） 

この達は、平成２９年７月１日から施行する。 

附 則（令和３年５月２５日） 

１ この達は、令和３年５月２５日から施行する。 

２ この達施行の際現に交付し、又は保管されている改正前の航空自衛隊の予備自衛官

手帳に関する達に定める様式による予備自衛官手帳は、この達第３５条の規定による

改正後の航空自衛隊の予備自衛官手帳に関する達に定める様式による予備自衛官手帳

とみなす。 



別紙様式第１（第３条関係） 

 
 

 



 

 

 



備考：１ 表紙の色は青色、文字は金色とする。 

２  写真は、航空自衛隊の予備自衛官採用時のおおむね３月以内に撮影した 写

真（縦３５mm、横２５mm）で、上半身無帽のものとする。 

３  写真を枠に合わせ確実にはり付けた後、写真と用紙とにかけて付紙の浮 き

出し印を押印する。 

４ 記載事項は、予備自衛官勤務記録表抄本に基づいて記入する。 

５  記載事項の変更は、変更事項の訂正を行い、身分記載事項変更記事欄に、 変

更年月日及び変更理由を記入し、確認欄に記入者の姓を記入する。 

 

付紙 

浮き出し印

20mm 

 
 

15mm 



別紙様式第２（第３条関係） 
 

○空人第○○号 
○○．○○．○○ 

 

 

 
 

航空幕僚長 殿 
 

 

 

 

 

○○航空方面隊司令官 

 

 

 

 
予備自衛官手帳発行申請書 

 

採用年月日 階級 氏 名 認識番号 生年月日 
担 当 地 方
協 力 本 部 

      

      

      

      

      

      

      

      

 

      

      

添付書類：写真 
 

注：用紙の大きさは、Ａ列４番とし、縦長に使用する。 



別紙様式第３（第４条関係） 
 

予 備 自 衛 官 手 帳 発 行 原 簿 

 

発行年月日 発行番号 氏 名 生年月日 認識番号 採用年月日 備 考 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

注：用紙の大きさは、Ａ列４番とし、縦長に使用する。 



予備自衛官手帳亡失報告書 

年 月 日 

航 空 幕 僚 長 殿 

指定階級 

氏 名  

認識番号 
 

生年月日 

私は、下記のとおり予備自衛官手帳を亡失しましたのでお届けします。 
 

記 
 

１ 予備自衛官手帳番号 

２ 亡失の日時 

３ 亡失の場所 

４ 亡失の状況 

別紙様式第４（第７条関係） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：用紙の大きさは、Ａ列４番とし、縦長に使用する。 



予備自衛官手帳再発行申請書 

年 月 日 

航 空 幕 僚 長 殿 

指定階級 

氏 名 

認識番号 
 

生年月日 

下記の理由により、予備自衛官手帳の再発行を申請します。 
 

記 
 

１ 手帳発行番号 

２ 理由 

添付書類：１ 予備自衛官手帳 
２ 写真 

別紙様式第５（第８条関係） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

備考：用紙の大きさは、Ａ列４番とし、縦長に使用する。 


